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41 才の神童（１）「愛の残骸」

　郷里の友人が、がんになった。
　血液のがんである「悪性リンパ腫」という病気で、「脊椎にがっつり転移
しています」というのを、ある朝起きぬけにフェイスブックのメッセージ
で彼自身から知らされた。
　彼との出会いは小学 1年の時に遡る。隣に住んでいた直くんのクラスメ
イトで、ある日弟と 2人で留守番をしている時に直くんと一緒にやってき
て、こたつの上で一人で踊って歌ってフリチンになって、気の弱い直くん
にも脱衣を強要して、もうちょっと年が上ならば即逮捕というような蛮行
を働いた後、母が帰宅する直前に帰っていった。
　その後も呼んでもいないのにやってきて、居間で昼寝している母にハキ
ハキと挨拶すると、弟に絡んで遊ぶか、弟がいなければ本を読んでいる私
の本をひっぺがして遊ぼうとする。何故友達が来ているのに一緒に遊ばな
いのかと、理解しがたいという顔で私を見る。それが多分、彼を友達とし
て意識した最初の出来事だと思う。
　いつもピチピチの半ズボンの尻に手を突っ込んでパンツの位置を直して
いる。私がある友達の悪口を言って絶対誰にも言うなと口止めすると、秘
密を持っているのに耐え切れずよりによって本人にばらしてしまう。初め
ての夢精を病気と間違えて深刻な顔をして相談してくる。勉強は出来てる
んだか出来てないんだか、落ち着きがなさすぎて分からない。怖い話をす
ると半泣きで擦り寄ってくる。その割に怖い話の会には必ずやってくる。
　おっぱいが大きくて脇毛がぼうぼうの早熟な女子に夢中になっていた、
あのバカな小学生が、出会いから 34年後の朝に死にかねない病気だとシン
ガポールまでメッセージを寄越してきたのだった。
　娘以外の人に死の危険が迫っても大きなショックは受けないだろうなん
て想像していたのだが、まだ 41才になったばかりの能天気な幼なじみのま
さかの登場に、私は完全に動転してしまった。携帯を持つ手が震えて、彼
になんとメッセージを返していいかも分からず、そのままトイレに行って
下痢をした。で、やっと「びっくりした」とだけ書き送って、またトイレ
に戻った。
　戻ったら「一応知らせなければと思っただけで、シンガポールから見舞
いに帰ってきたりはしないでくれ」と書いてあって、私は相変わらずなん
て返していいか分からず「うろたえて即座に腹を壊した」「とりあえず、頑
張って」と自分でもどうなんだかなメッセージを書いたら「頑張れと言わ
れても、俺には何もしようがない」と短く返ってきたので私も「そうだね」
と返して、それきり会話は途絶えてしまった。

　遅れて起きてきた夫と娘に彼のことを話しながら、膝で開いたノートパ
ソコンで「悪性リンパ腫」「脊椎転移」と検索したら、「ステージ 4」の文
字が目に飛び込んできた。その時に、自分でも驚いたのだが、泣いてしまっ
た。押さえられなかった。泣き叫んで布団に飛び込んでそれでもしばらく
叫んでいた。そんな状態に自分がなったことに、すごく驚いてしまった。
私が感じていたのは恐怖だった。住んでいた世界が一変してしまう恐怖だ。
これは前に一度、人生で最愛の猫が遠からず死ぬと予告された時に経験し
たのと同じものだった。まさか、私の愛しい子とあのバカが同ランクの恐
怖をもたらすなんて。震えを止められずにいる自分が信じられなかった。
そんなに彼を「愛して」いたことに、今の今まで気が付かずに生きてきた
のだった。
　一度だけ、彼を恋愛対象として好きになったことがある。小6の時だった。
恋愛感情というよりも、独占欲だったかもしれない。私にはあまり友達が
いなかったのだが、彼には私より仲のよい友人がわんさかいる事にある日
突然気づいてしまった。私に対してだけ懐いているのではなく、誰に対し
てもそうなのだと気がついた時に、それが耐えられなかったのだと今になっ
てみれば思う。その証拠に、中 1になって急に自分にも「クラスの輪に入る」
という事象が起こった時、その気持ちは雲散霧消してしまった。
　彼からも一度だけ、高 3の時だったか、好かれたことがある。彼は男子
校に進学していて、やたら惚れっぽいのに女子との交流があまりなかった。
一方で私には当時、人生最高の「モテ期」が到来していて、彼もその一助
となったわけだ。当時はよくつるんで遊んでいた、といっても子どもの頃
と同じく近所の公園でしょうもない話をしたり、カラオケに行ったり、怖
い話をしたり、一緒に塾に行ったりしていただけなのだが、うっすら告白
されてでもそのうち彼は別の女子に入れあげ始め、以来ずっと友達だ。と
はいえ彼のほうは自分の恋愛相談の時だけ私を必要としていて、ひととお
り話が終わると私を鬱陶しそうに追い払うのだった。頭のなかが性欲で一
杯だったので、オナニーや風俗通いの時間を食われるのが嫌だったのだろ
う。
　それでもお互いの恋愛話と近況についてだけは、包み隠さず話していた。

それは私が上京して彼が地元で就職しても変わらなかった。特殊な友人で
あることは確かだったが、突如あらわになった、自分のなかにあったらし
い彼に対する「愛」のようなものの重みに耐えられず、ひたすら持て余して、
うろたえて、恐怖を感じた。死が自分の近くに突如降って湧いたことでは
なく、彼を失うことに恐怖を感じたことが恐怖だった。結局その日は食事
がほとんど取れなかった。
　よく調べると、悪性リンパ腫というのはステージ 4であっても治らない
ということはなく、逆にステージ 1であっても死ぬこともあるという、普
通のがんとは少し違う病気であり、つまり彼は死の宣告をされたわけでは
なかったのだが、私はすっかり「彼が死ぬ」と思い始めていた。なので、
一刻も早く、会えるうちに会わなくてはと思ってすぐに飛行機のチケット
を取った。知ったのが金曜の朝だったのだが、日曜の朝着の便で帰国して、
月曜の朝発の便でシンガポールへ戻る弾丸お見舞いツアーを組んだ。

　土曜深夜のチャンギ空港は深夜なのにオンシーズン真っ盛りみたいに人
で溢れかえっていた。シンガポールに来た頃は、空港に立つと緊張と興奮
とで浮足立ったものだが、ここでは年に何度も国際便に乗るのが当たり前
なので今や何の高揚感もない。それどころか、タクシーで車酔いして具合
が悪くなってしまった。うつろな気分で搭乗ゲートに向かっていたら、イ
ンドネシア人のビジネスマンが日本経済についてよく分からない質問をし
てきて、あまりにも変わらない日常に心が静まり返ってしまう。瀕死の友
人に会いに帰るなんて時にも、いつも通り呑気に珍道中なのだった。少し
でもシリアスになりたいと思って、トイレで吐いた。
　日曜の早朝に郷里の福岡へついて、喫茶店でしばらく時間を潰して、急
に気後れして彼にではなく奥さん用に大きなダリアの花束を買って持って
いった。
　最初に私が彼の病室についた時、まだ奥さんはやってきていなかった。
現れた私を見た彼は顔色ひとつ変えず、喜ぶでも驚くでもなかった。不思
議なテンションだった。あまり見たことがない感じだ。当然いつものよう
な陽気さはないけれど、激しく落ち込んでいる風にも見えない。想定の範
囲外の反応を見て、私も自分が予想していたのとまるで違う傍観者的な態
度に終始した。静かにしか喜怒哀楽を表さない奥さんだけが唯一、静かの
向こう側に溢れんばかりの喜びを讃えて、見舞いの後 2人で飲みに行った
時も、主のいない家に一泊した時も、翌朝空港まで送ってきてくれた時も「あ
りがとう」の顔を崩さなかった。
　3年ほど前、彼に一方的に呼び出された私はとあるバーに連れて行かれた。
一目惚れしたそのバーの店長である美人を私に見せるためだった。彼は私
に彼女をどうにか出来そうか聞きたかったようなのだが、まあまず無理だ
ろうと思って適当に流してそのまま私は忘れてしまっていた。それから 1
年ほど経った年の瀬の夜、激しく舞い上がった声で彼から電話がかかって
きた。実家で親と同居していたばあちゃんが死んで、今日は通夜だと。両
親が斎場でばあちゃんに付き添っているから、自分は今実家で犬と留守番
中だと。クリスマスにあの彼女と入籍すると。途中でこらえ切れない高笑
いをはさみながら、彼は一方的に話し続けた。もう、何が何だか分からなかっ
た。
　彼が言うには、実は彼女のほうも彼に一目惚れしており、ある日唐突に「結
婚を前提にお付き合いしてください」と無茶なお願いをしたら「よろしく
おねがいします」とありえない返事が帰ってきて、ちょうどその時から 1
か月後に入籍することにしたという話だったが何かこの男は壮大な詐欺に
あっているのではないかと本気で心配になった。昔からそうなのだ。まれ
に女子から思いを寄せられても見向きもせず、キャバ嬢とか風俗嬢とか、
男を振り向かせるのが商売みたいな相手にまんまとハマってしまう。向こ
うが本気で自分を好きかもと勝手に勘違いして入れあげてしまう。そんな
こんなで 40才を迎えようとしていた彼のことを私は本気で心配していた
し、見た目もお世辞にもイケメンとは言いがたいその男が高嶺の花を射落
として一ヶ月後にスピード入籍なんて、到底信じられない話だった。
　けれど、いまだに現実味のない話なのだけど、彼女の彼に対する愛は本
物だった。この深い愛はどこから来るのだろうと感心してしまうほどに、
彼女は自分の不安を押し殺し、彼や彼の周囲の人にごく自然に、暖かく接
する。接客業をしていたからというだけでは捉えられない、上辺だけでは
ない本物の気遣いがあり、もっと彼女と一緒にいてみたいと私ですら思う
くらいだった。そんな彼女が全身で彼と、彼のご両親を思いやっているこ
とが伝わってきた。
　「彼の実家へ行って家族でお酒を飲むと、パパが『息子は神童だったんだ』
とそればかり言うようになるんですよ。でもどこらへんが神童だったかっ
て話は全然出てこないんです」
　彼女は息をするように笑った。その穏やかさは、奇跡的だった。

　私は見舞いには無作法なほど長い間病室にいることになったのだが、そ
の間絶え間なくやってくる見舞客の多さは驚くべきものだった。広告業界
で働いていたので人脈は広くて当然だろうけど、日曜日にわざわざやって
くる人は彼のことをこよなく愛する人ばかりだろう。私はその人達と何で
もない世間話をしたりして過ごした。なかでも一番の親友だという 10才以

上年上の男性は、彼の子どもの頃の話を聞きたがり、私はとめどなくバカ話
を披露して、皆で涙を流して笑った。
　「こいつが退院したら、『41歳の神童』って名前で闘病記を出そうって言っ
てるんだ。どの辺が神童なのか、その時にはっきりさせてやろうってね」
　じゃあその時は私に書かせてくださいなんて乗り良く言ってその場は和や
かに盛り上がった。でも、やましさのようなものが胸にひっかかった。
　本人は脊椎を骨折しているはずだったがコルセットをしている以外に特に
不健康な様子も見えず、元気な時と同様に喫煙して、見舞客と普通に歓談し
ている。彼だけを見ていたら、かなり進行した悪性リンパ腫だなんて話が嘘
のようで、うまくすれば 2ヶ月ぐらいの入院で復活するようにも思えた。
でも一方で、「なんだか三回忌の席みたいだな。皆で彼の思い出話をして、
懐かしく笑ったりして」なんて風にもぼんやり思っていて、やっぱりやまし
いのだった。
　やがて見舞客が帰って、奥さんが用足しに外に出てしまうと、私と彼はま
た 2人に戻った。何も話すことがない。見舞いで貰った沢山のマンガや
DVDについて、どれが面白いか話すぐらいで、すぐに会話に詰まってしまう。
彼は疲れて痛みも出てきているようだったから、マンガを抱えて談話室へ移
動して奥さんが帰ってくるのを待っていたが、私の心に広がっていたのはな
んとも言えない気まずさだった。
　会ってみてから思ったのは、彼は本当に私には会いたくなかったのだろう
ということだ。知らせたのに一向に来ないというのはそれはそれで気に障る
だろうが、私は彼にとって弱みを見せるでも、腹を割るでもない、まことに
中途半端な存在なのかもしれない。そして私の方も、彼に掛ける言葉がない。
一言も思いつかない。「ふーん」以外の何も言えないのだった。長い付き合
いなのだから、会えば空気が分かるはずと思ったのに、全然分からない。
　自分はその友人の、人生で最も長い付き合いであるはずの友人の心が全く
分からずにいた。そう思った時に、はたと気づいた。私は彼の心なんてもの
を一度でも理解したことがあっただろうか？
　彼は一度私についてのコメントをどこかに載せる時に、「きみについて述
べることは何もない。ひたすら私を褒めるためだけに生きていきなさい」と
いうようなことを冗談めかして書いたことがある。あれは冗談ではなく、私
達の関係の本質だったと今になって気づいた。
　私は彼の気分が良くなるようなことを察して言い、それで彼が喜ぶという、
それだけの関係で今まで続いてきて、彼に喜ぶべきことが何もない今になる
と、お互いにどう付き合っていいかも分からない。昔はもっと付き合いが濃
かったのだろうけど、気づくとその頃から 20年以上経ってしまった。私に
は、彼が根を張っている場所の今を知るよしもない。大事なことは知ってい
るような気がしていたけど、実はもう、彼がいま大事にしている世界を、私
はほとんど知らないのだ。ひっきりなしにやってくる彼の見舞客を見ながら、
「これは小学生の時にこいつを好きになった時と同じ状況だなあ」と私は思っ
た。違うのは、だからといって独占欲も寂しさも出てこないことだ。
　だから、彼がもう死んでしまうのだと思っても、残された時間が少ないの
だと確信していても、何もできることがない。したいことすらない。葬式に
出た時に、奥さんに掛ける言葉のほうがずっと思いつくというものだ。暮れ
の帰省のときにまた来るからと言い置いて帰路についたのだけど、果たして
その時に会って何をしたらいいのだろうかと私は思っていた。深刻な状況に
なっていれば、奥さんもその姿を私に見せたがらないだろう。私の方も、彼
の周りの親しい人のように彼に寄り添うことはできそうにない。
　最初に病気のことを知らされた時のあの大きな恐怖は、自分にあったはず
の彼に対する「愛情」がすでに変質してしまったことに気づく恐怖だったの
かもしれない。それは彼が死ぬより先に、自分が彼を手放してしまったのと
同じだから。
　シンガポールに帰ってきてちょうど一週間後に確定診断が出て、彼の病気
は悪性リンパ腫ではなく正真正銘の癌だったと知らされた。私が見舞った数
日後に足が麻痺して二度と立てなくなったことも。ここからは、余命を生き
ていくということだ。
　41才の神童が、突然死の淵に立たされている。
　どうやらもうすぐ背中を押されてしまう。
　私が共感できたのは、その恐怖が計り知れないことだけだった。

（つづく）

中尾美穂
Miho NAKAO

オールタジン鍋化計画

クリスマスになると連想するものの一つにタジン鍋があり
ニュースを見るたびに
原発におしゃれなタジン鍋みたいなものを
被せたいという欲求に駆られていて
いつかそれがタジン鍋型遺跡として発掘され
歴史博物館ができるかもしれないので
鍋のデザインを気鋭の若いアーティストたちが考え
街ぐるみで出店したりするフェスティバルを開いては騒ぎ
未来の人に発掘させてみたい

中尾美穂　長野市生まれ　池田満寿夫美術館学芸員
池田満寿夫美術館

〒381-1231 長野市松代町殿町城跡 10　tel.026-278-1722　fax.026-285-0344
http://www.ikedamasuo-museum.jp/

晩ご飯の最中も話すことに夢中の子供たちを、
寝る時間に間に合うように、彼女たちの突拍子もない楽しい会話に参加し
ながら、
食べることを忘れないように促す。

夕飯を食べ終わってから、
子供たちの歯を磨いてあげるのが、私の日課。

たいていの場合、好奇心旺盛の長女の莉子は、
歯磨きの間も他の事に気を取られて、落ち着かない。

「ほら、口開けて」

私の足の上に寝転がって口を開けながら、彼女は喋ることを止めない。
「あやひゃんが、へあほいひゃんけん、おひえへへ・・」

「お喋りしてると、磨けないよ」

「はーひ、おいはいいっはは・・・」

「ちょっと！」

「んふっ♪」

それと対照的に、次女の詩乃は心の中で想像する事が上手なようだ。
時々すごく静かに、天井の一点を見つめながら、
口を開けてじっとしている。

歯磨きが終わって、口を濯ぐために洗面台に行く途中、
詩乃は「サボさんがえ～んってなったんだよ。」と唐突に言う。

「ん？そうなの？」と返事をしながら、
（今日は、サボさんのことを考えていたのか）と変に納得する。

“サボさん” は、NHK教育番組に出てくる着ぐるみのキャラクターで、
おっちょこちょいで少しずる賢しこい、でも心優しい年上といった設定。

「サボさん、なんで泣いてたの？」
と聞くと、「モッタイナイお化けがサボさんにえーんってしたんだよ」と
言う。

モッタイナイお化けは、我が家では怖い存在。
ご飯を残したり、嫌いなものを食べないと、モッタイナイお化けが迎えに
来るのだ。

その怖いお化けが、サボさんを泣かしたらしい。

「サボさん、ご飯残したりしたの？」
詩乃は、極めて真剣に無言で頷く。

「ご飯残したら、モッタイナイお化け、来るかもね」

すべてはこのために

　「電王戦（でんおうせん）」という将棋の対局があります。プロ棋士と
コンピュータの将棋ソフトが公式に対局するもので、形態を変えながら
これまでに２回行われています。第１回電王戦は、すでに当時現役を引
退していた日本将棋連盟会長（当時）である、故・米長邦雄永世棋聖対
コンピュータソフト「ボンクラーズ」の対局。米長会長は敗れました。
後手となった会長の、練りに練った後手番初手「△６二玉」は、とても
印象に残っています。この後手番初手△６二玉に関する論考は、米長永
世棋聖の著書『われ敗れたり - コンピュータ棋戦のすべてを語る -』中
央公論新社 /2012、にくわしく書かれていますので、ぜひどうぞ。
　コンピュータ将棋といえば、ファミコンの「内藤将棋」で 16手でコ
ンピュータに勝てるというショボ裏技があったようにとても弱く、研究
が進んでいたコンピュータチェスとは違い、将棋はやはり人間の独壇場
だという時代がずっと続いてきました。しかし、近年すさまじい勢いで
研究が進んで強くなってきたコンピュータ将棋。電王戦が始まる前数年
間は、まさに日に日に強くなってゆくコンピュータが次々現れ、公式の
場でプロ棋士が対局することに米長会長自身そして将棋連盟が制限をか
けていました。対局の条件設定や判断基準が未確定で、なおかつ人間の
将棋とコンピュータ将棋がそもそも別物である可能性を不明確なまま
に、不用意にプロが負けてお互いにマイナスになる情報が一人歩きしな
いように、という配慮もあったようです。
　そんな中、それでもコンピュータとの対局を公式に行うことになった
2012 年１月、米長会長は自身が実験台になり第１回の電王戦が開催さ
れました。その際の対局に関する条件設定やかけひきで、さすが米長先
生という事例が２つありました。１つ目は、そもそも当時会長はすでに
引退していた「引退棋士」であったことがあげられます。もしコンピュー
タに敗れたとしても、まずはショックを和らげる１つの材料になります。
２つ目がさらにクールなポイントで、第１回電王戦で米長会長は椅子に
座っての対局を選び、なおかつスーツ姿でのぞみました。将棋のタイト
ル戦では、棋士はもちろん畳に正座、和服着用です。そもそも椅子での
対局自体は一般棋戦でもありません。しかしこの特殊なはじめての実験
の場では、和服で正座は「なんか違う」として、スーツで椅子に座って
の対局の状況をつくりだすセンス！その対局後すぐに第２回を団体戦で
やりますと宣言してくれた米長永世棋聖は、第２回電王戦開催前の
2012 年８月に永眠されました。
　さて、この米長 vs ボンクラーズを起点にスタートした電王戦は、
2013 年３月から４月にかけて行われた第２回大会では、コンピュータ
対「ついに現役の」棋士５人による団体戦で行われました。結果は１勝
３敗１持将棋（引き分け）で、団体戦としての結果ですが現役プロ棋士
がコンピュータに公式に敗れる、というものでした。現役棋士がコン
ピュータとガチで勝負というフォーマットとなり、いよいよ本格的に始
まった電王戦。報道では、プロの棋士とコンピュータの将棋ソフトどち
らが勝つか？結局どっちが強いの？という一義的な勝ち負けの面はやは
り強調されてしまいます（そして、いかにもな IT 系研究者の顔つきで、
いかにもな気持ち早口なしゃべりかたで、いかにもな含んだ笑いかたを
するコンピュータ将棋開発者の勝者インタビューを見たら、うーやっぱ
り棋士に勝ってほしい！と思ってしまうところはあります）。第４局で
副将・塚田泰明九段は、Puella αに対しての一方的な負け模様を泥沼の
持将棋に持ち込みなんとか引き分け。すでに２敗しているプロチームは、
ここで塚田九段が敗れると負け越しが決まってしまう対局でした。対局
後のインタビューで「（もうほとんど負け将棋だったのだから）自分か
ら投了する考えはありましたか」という問いに対して「団体戦だから…
自分からは（言えない）…」と、こらえきれずに涙を拭う姿からは、電
王戦って実はとんでもないものを始めてしまったのかもしれない、と思
わざるをえませんでした。
　電王戦のルールで、そもそも生身の人間とコンピュータとの対局の条
件設定をどうするのかという肝の部分は、さぐりさぐりで進められてい
ます。休憩時間、昼食のメニュー（コンピュータにとっては電圧や電気
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キュレーター　1977年新潟県生まれ、長野市在住
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の種類？）、持ち時間、正座のしびれ、疲れ、PCのスペック、体調、
賞金…という、到底公平にはできない人間とコンピュータの条件の差
異を認めながら、マイナーチェンジを繰り返しながら、それでも人を
寄せつけ注目を集める棋戦になっています。この棋戦自体が実験場で
あり、勝ち負けがクローズアップされることには違和感もあります。
しかし始めた以上細かい条件を抜きにして「人間様が負けるわけない
んだ！コンピュータなんてコテンパンにやっちまえ」という盛り上が
りこそが、見る将棋ファン層の裾野を広げるということでもあるので、
地味にストイックにやるばかりが正解ではないでしょう。走りながら
考える将棋連盟の身軽さ、現会長の谷川浩司九段はじめ関係者のかた
がたの、米長永世棋聖の意志を受け継ぐ力強さを感じます。2013 年の
第 71期名人戦での羽生善治三冠対森内俊之名人の、七番勝負第５局初
日で森内名人によって指された△３七銀という手は、電王戦で登場し
たコンピュータの指し手からの研究による新手であるともされており、
やはり電王戦そしてコンピュータ将棋は、将棋の可能性をさらにひら
くものかもしれません。
　80年代に「ビートたけしのスポーツ大将」というテレビ番組で活躍
した「カール君」という陸上ロボット（？）がいました。レールの上
をものすごい速さで滑走する人型の機械で、100m走を人間の一流陸
上選手と並走し対決するというコーナーです。機械でシャーッとぶっ
ちぎりで進んでいる相手に人が勝てるわけがないのに、みるたびに「い
けるいける！もうちょい。あーダメだったー」と応援し、人間が負け
るとなぜかくやしくなっていたものです。しかしよくよく考えれば人
が勝つわけないし、機械に負けてもくやしいとかではない…はずだっ
たのです。条件設定をスルーした茶番をわかっているつもりでも、熱
くなり楽しめてしまい前向きに笑いが起きるカール君のすごさ。将棋
の電王戦は、この構図とどこか近いところがあるのかもしれません（そ
してなんと、ごくたまにカール君はレールから脱線して本当に負ける
時もありました！）。
　2014 年春には第３回の電王戦が行われます。A級在位中の屋敷伸之
九段、実力者の森下卓九段、人気者の佐藤紳哉六段など、またもやす
ばらしいメンバーのエントリーとなりました。楽しみです。

私がそういうと、詩乃はまた１人でサボさんとモッタイナイお化けの
世界に浸りながら、
淡々とコップに水を入れて、くちゅくちゅペをする。

そして、やっぱり怖かったようで、
こちらを向いて両手を広げて
私にだっこをせがむ。

友人に最近、インターネットの面白い記事を教えてもらった。

何十年も昔の青写真を並べて、
その写真に写っている同じ人たちが、同じ構図でもう一度現在の写真
を撮っていた。

当時、子供や赤ん坊だった人たちが、初老となった母親に抱っこされ
たり、
中年の男女同士でキスをしている。

私はそれを見て、
自分が子供の時、そして親としての今の自分を、
自然と重ね合わせていた。

様々な複雑な思いが込み上げてきて、
胸が熱くなり、
その誰とも知らない人たちの人生模様を見入ってしまった。

私の子供たちが無邪気な子供としていてくれるのは、
ほんの１０年、１５年という短い間だけ。

そう思うと、切なくも寂しくもあり、
そして、今が何事にも代え難い、貴重で幸せな時間だということ。

居ても立っても居られなくなって、
二階の仕事部屋から子供たちのいる居間に降りていった。

すると、詩乃が私のところへ小走りに近づいて来て、
「お父さん、これ♪」と見せてくれた。

それは、毛糸ともみじの紅葉した葉とセロハンテープで出来た首飾り
だった。

「莉子が作ってくれたの」と詩乃は嬉しそうに言う。

「綺麗だね。すごい良いじゃん」といって莉子を見ると、
少し自慢げにこちらを見ていた。

その首飾りはどんなに素晴らしい芸術作品も霞むほど、
私の心を虜にしてしまう力があった。
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お供え　2013/11/05

　中国料理店をもっと上品にしたようなエスニックな内装のお店で食事
をとっている。70歳ぐらいに見える女性のオーナーは感じが良い。彼女
が落とした小銭を拾おうと屈んだ時、床にまとまった小銭が落ちてるこ
とに気づいた。彼女に「床に小銭が落ちているんだけれど」と教えてあ
げたら「それはお供えよ」と笑った。よく見ると床にはとても小さいテー
ブルのようなものがあった。

建物の謎 2013/10/26

　ビルの正面、中心部に巨大な緑色のパイプが鎮座している。僕はそれ
が気になっている。ビルの中を色々と調査していた男が何かを発見した。
「これは��を培養するためのものだ」そのビルには住んでる人たちもい
るのだが誰もその秘密については知らず、普通に生活している。

コンテスト 2013/10/16

　バンドコンテストに僕のバンドも出場した。幾つかのバンドはメンバー
が飼ってる猫も連れて来てみんなのアイドルのようになっていた。もち
ろん僕の猫も。どの猫も茶トラ白だ。よそのバンドが賞をもらった。

美術展 2013/10/08

　廃校になった学校や古いお屋敷を再利用した施設に友人たちと滞在し
ている。夜はお屋敷の広間で雑魚寝だ。そこにはプロの作家だけでなく、
子どもたちの制作した美術作品も展示されている。１０センチ足らずの
人間をかたどった白い彫刻は投げたりして振動を与えると白い粉を破裂
させる爆弾のおもちゃ。バスケットボールのゴールのようなものから出
てくるおにぎり。廃校の中には深海魚なのだろうか、珍しい魚の写真を
展示している喫茶がある。夢で知り合った人に促され、僕は校舎のあち
こちに密かに描かれているジョンレノン探しをする。

語学留学 2012/10/29

　友人に影響され、このままではいけないとスペイン語を学ぶため語学
留学をする。初めて住むことになる町は日本。どこかの大きな都市だ。
建物は新しくはないが道は広く、だが車は少ない。その町に部屋を借りた。
木造アパートの玄関脇の割と広い一室が僕の部屋だ。家具は無い。ドア
もないので玄関から丸見えだ。部屋は俯瞰で見ると多分五角形で奥に床
から 10センチほど高くなっている板張りのスペースが有る。時々２階
に住んでいる女子大生達が玄関から出入りしている気配や音が聞こえる
が、お互い覗きこむこともなくまだ顔も見ていない。街に出て本屋に行
き語学関係の本を探すが、土地勘がない僕はデパートをうろうろし何度
も同じところに来てしまう。その一角の控えめなゲームコーナーに居る
のは子供と大人がほんの少し。塗装が変色しているような古いゲーム機
からはリトル・フィートが流れていた。部屋に戻ると友人のNがくれた、
大きくシンプルな箱型で木製のラジカセのようなものがあり、聴いたこ
とがないような古い歌謡曲のような音楽が鳴っていた。

高校の先生　2012/09/30

　体育の時間は小学生から高校生まで一緒に授業を受ける。生徒は全部
で 4人しかいない。バレーボールを使って適当な球技をやった。レシー
ブできない受けられないサーブできない投げる事ができない。自分はこ
こまで運動音痴だったかと落ち込む。そんな僕を見て心配してくれてい
るのか、先生は自分が経営しているタイ料理が名物の飲み屋で毎年彼が
企画している演劇に役者として出る事を僕に勧めた。

Ｍ氏の新曲　2013/11/23

　Ｍ氏がバンドの為に作った曲。新曲だ。彼が演奏しているデモ音源を
聴きながら、僕は盆踊りのようなふり付けをしながら聴いている。後日
バンドでのリハーサルがあり、スタジオには僕とＭ氏しかしかいない。
他の二人のメンバーが遅刻してきた。曲が始まるとやはりどうしても盆
踊りのような振り付けをしたくなる。ふざけているのでなく体がつい動
いてしまうのだ。「この曲、僕らは後ろで踊ってるだけでもいいような気
がする。」というとＭ氏は「うん、それでもいいよ。」とあっさり言った。

オーディオ 2013/10/23

　レンタルビデオ屋で店主とちょっとしたことで打ち解け、オーディオ
の話になった。棚から薄い箱のような何かを取り出しながら「これはも
う低音がビンビンくるよ！」と嬉しそうだが、実はあまり興味がない方
向に話が行きそうで僕は困ってる。

餃子　2013/10/18

　僕が焼いた餃子は置く場所や置き方が悪かったのか、ほとんどが泥水
に浸かって少ししか食べられなかったとＴに言われてしまった。映像は
証拠写真のような泥に使った餃子だけで会話は音声のみだ。
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蒼
白
い

徴
の
よ
う
に
立
ち
昇
り
幾
度
か
風
で
巻
き
取
ら
れ
た

が
軈
て
ひ
と
つ
ま
っ
す
ぐ
な
柱
に
な
る
。
時
刻
を
知

ら
せ
る
鐘
の
音
が
遠
く
聴
こ
え
ラ
ッ
パ
ス
ピ
ー
カ
ー

の
ノ
イ
ズ
の
震
え
が
こ
の
黄
昏
を
よ
り
一
層
陳
腐
だ

が
リ
ア
ル
な
も
の
に
す
る
。
耳
の
切
れ
た
男
は
遠
く

を
睨
み
つ
け
て
唇
を
チ
ッ
と
鳴
ら
す
。
こ
の
と
こ
ろ

方
々
か
ら
畑
仕
舞
い
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
藁
を
運
び

土
を
盛
り
直
し
小
屋
の
修
理
に
屋
根
に
あ
が
り
道
を

行
く
別
の
人
影
か
ら
翌
日
の
草
刈
を
頼
ま
れ
手
を
振

っ
て
即
答
し
、
夜
は
簡
素
な
囲
炉
裏
の
炭
火
の
横
で

酒
を
呑
み
つ
つ
褞
袍
に
包
ま
っ
て
寝
る
日
が
隙
間
な

く
続
い
た
の
で
、
軀
の
肉
は
膨
れ
て
疼
く
よ
う
に
力

が
充
ち
て
あ
っ
た
か
ら
、
朝
か
ら
合
羽
を
羽
織
っ
て

墓
の
蔦
に
と
り
つ
き
そ
の
ま
ま
終
日
家
屋
の
回
り
を

巡
っ
て
鉈
で
切
り
払
う
こ
と
に
苦
は
な
か
っ
た
が
流

石
に
一
日
鉈
を
振
る
え
ば
刃
は
駄
目
か
と
親
指
を
あ

て
て
か
ら
手
斧
に
持
ち
替
え
た
。

　

声
も
か
け
ず
に
焚
火
の
脇
に
一
升
瓶
と
新
聞
紙
の

包
み
を
放
り
置
い
て
茶
碗
を
く
れ
と
長
靴
か
ら
湯
気

の
で
る
足
を
抜
き
出
し
た
膝
か
ら
下
を
濡
ら
し
た
男

が
藁
を
広
げ
て
胡
座
を
か
き
作
業
が
染
み
渡
っ
て
皮

が
剥
け
た
手
を
燻
り
の
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
る
若
い
弾

け
る
炎
に
か
ざ
し
た
。
歩
い
て
一
里
ほ
ど
下
っ
た
沢

縁
の
小
屋
か
ら
の
坂
道
を
歩
く
な
ど
馬
鹿
ら
し
く
考

え
て
い
る
耳
の
切
れ
た
男
は
山
に
住
ま
え
バ
イ
ク
を

使
え
と
事
あ
る
ご
と
に
言
葉
少
な
く
諭
し
た
が
、
濡

れ
た
男
は
そ
の
度
に
谷
で
い
い
の
だ
歩
み
で
い
い
の

だ
と
応
え
る
。
互
い
の
存
在
な
ど
気
に
も
留
め
ず
過

ご
し
て
い
る
が
ふ
い
に
憶
い
だ
す
で
も
な
く
決
ま
っ

て
夕
刻
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
の
家
へ
酒
を
持
っ
て

行
く
。
耳
の
切
れ
た
男
は
湯
気
の
出
る
足
で
囲
ま
れ

た
新
聞
紙
を
広
げ
て
膨
れ
た
山
鳥
を
捌
き
は
じ
め
た

男
の
薄
く
な
っ
た
頭
頂
を
見
下
ろ
し
て
ど
う
し
て
こ

ん
な
光
景
で
と
訝
し
く
妻
が
狂
い
崩
れ
た
夜
を
ぼ
ん

や
り
浮
か
ば
せ
た
の
は
、
先
だ
っ
て
谷
の
小
屋
に
ま

だ
若
い
女
が
働
き
回
っ
て
い
た
か
ら
で
、
膝
か
ら
下

を
濡
ら
し
た
男
は
そ
の
名
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。

ー
「
あ
い
つ
が
庭
で
座
り
込
ん
で
垂
ら
し
た
ば
か
り

の
糞
肥
混
じ
り
の
土
を
喰
っ
て
い
る
の
を
み
て
俺
は

正
気
に
戻
っ
た
が
」

　　

焚
に
加
わ
っ
た
白
髪
の
男
は
妻
と
煙
を
み
た
よ
と

ふ
た
り
揃
っ
て
懐
中
電
灯
を
頚
か
ら
吊
る
し
土
の
つ

い
た
野
菜
を
持
っ
て
来
た
が
、
頭
を
下
げ
さ
せ
先
に

妻
を
帰
ら
せ
て
か
ら
濡
れ
た
倒
樹
を
炎
の
傍
に
引
き

ず
っ
て
尻
を
填
め
込
む
よ
う
な
仕
草
で
座
り
込
ん
だ
。

林
の
幹
の
向
こ
う
に
歩
み
さ
る
白
髪
の
男
の
妻
が
振

り
回
し
て
い
る
よ
う
な
光
源
が
ち
ら
ち
ら
ま
だ
見
え

る
。
白
髪
の
男
の
家
は
歩
い
て
も
遠
く
な
い
。
耳
の

切
れ
た
男
の
妻
が
消
え
る
前
に
こ
し
ら
え
た
皿
に
出

さ
れ
た
漬
物
を
し
ゃ
ぶ
り
な
が
ら
男
た
ち
は
茶
碗
酒

を
一
升
瓶
か
ら
注
ぎ
再
び
干
し
て
注
ぐ
。

ー
「
ま
さ
か
や
っ
ち
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
だ
ろ
う
な
」

ー
「
そ
ん
な
気
も
し
て
く
る
」

ー
「
本
来
は
お
前
が
逃
げ
る
筈
だ
」

ー
「
女
は
ひ
と
り
と
い
う
こ
と
に
な
か
な
か
慣
れ
な

い
の
だ
ろ
う
か
」

　

月
が
の
ぼ
り
風
も
と
ま
り
焚
酒
を
延
延
つ
づ
け
る

男
た
ち
の
脇
に
白
い
も
の
が
忍
び
寄
り
誰
と
も
無
く

各
々
の
喉
元
に
近
し
い
女
の
口
調
が
転
が
り
始
め
る
。

収
穫
の
祭
り
も
疾
う
に
終
わ
り
冬
支
度
に
急
か
さ
れ

た
日
々
を
も
終
え
た
よ
う
な
侘
し
い
季
節
の
夜
の
焚

火
の
、
枝
を
差
し
込
む
度
に
炎
が
憑
依
を
手
伝
い
口

元
を
柔
ら
か
く
促
す
弾
け
る
音
が
ぱ
ち
ぱ
ち
と
鮮
明

に
響
く
の
だ
っ
た
。

ー
「
一
言
美
味
し
い
っ
て
喋
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
な
」

ー
「
あ
た
し
は
ね
え
、
あ
ん
た
だ
け
の
モ
ノ
じ
ゃ
な

い
の
よ
」

ー
「
お
酒
な
ん
て
い
く
ら
だ
っ
て
の
め
る
の
よ
」

　

笑
い
の
な
い
静
か
な
憑
依
化
け
の
掛
け
合
い
を
男

た
ち
は
飽
き
も
せ
ず
に
茶
碗
を
干
す
度
に
継
ぎ
足
す

よ
う
に
加
え
て
併
し
黙
り
込
む
の
は
、
自
ら
が
憑
依

さ
れ
る
の
で
は
な
く
ど
こ
か
へ
憑
依
す
る
よ
う
な
精

神
の
繊
維
が
例
え
ば
炎
に
向
か
っ
て
燃
え
て
い
く
か

ら
で
あ
っ
た
し
、
朝
が
来
て
汗
を
流
せ
ば
こ
の
時
な

ど
亡
失
す
る
明
る
く
も
暗
く
も
な
い
単
な
る
明
日
が

あ
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
夜
の
酒
と
炎
が
酩
酊

の
横
に
停
止
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
騒
い
で
狂
え
る

も
の
を
。
男
た
ち
は
似
た
よ
う
な
放
心
の
子
供
染
み

た
表
情
を
焚
火
に
投
げ
て
い
る
。

　

白
髪
の
男
の
先
程
頭
を
さ
げ
た
女
が
土
を
喰
っ
た

の
は
随
分
前
の
こ
と
ら
し
か
っ
た
。
以
来
男
は
穏
や

か
に
な
り
髪
も
一
段
と
白
さ
を
増
し
た
。
狂
っ
た
妻

も
よ
く
眠
る
よ
う
に
な
っ
た
と
続
け
た
。
一
晩
妻
と

一
緒
に
包
丁
を
研
い
だ
と
い
う
。
膝
か
ら
下
を
濡
ら

し
た
男
が
、
囲
っ
た
は
ず
の
若
い
娘
は
買
い
物
に
町

に
や
っ
た
が
三
日
ば
か
り
帰
っ
て
こ
な
い
。
雪
が
積

も
れ
ば
狩
り
に
で
る
か
ら
な
。
谷
で
は
い
ろ
ん
な
も

の
が
流
れ
て
く
る
さ
。
な
ど
と
と
飄
々
と
応
え
る
で

も
な
く
呟
い
て
い
る
。
左
耳
を
切
っ
た
妻
が
翌
朝
の

男
の
憤
怒
か
ら
逃
げ
た
と
考
え
た
白
髪
の
男
の
口
調

に
そ
れ
は
違
う
よ
う
だ
と
、
ま
さ
か
自
ら
も
判
然
と

し
て
い
な
い
崩
れ
の
顛
末
を
懐
か
し
い
よ
う
な
赤
い

顔
で
耳
を
噛
み
千
切
ら
れ
た
男
は
の
っ
そ
り
と
語
り

始
め
る
。

　

男
た
ち
の
赤
く
膨
れ
た
顔
の
照
り
返
り
を
樹
木
の

上
か
ら
女
た
ち
の
眉
月
が
見
下
ろ
し
て
笑
っ
て
い
る

か
に
輝
い
て
い
る
。
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　楽器を使ったおしゃべり大会、とでも言うべきか、ドラムサークルで
は数々の楽器がいろんな音で一斉に鳴っています。この状況は、さまざ
まな土地のさまざまな言語が（” 方言” も含めて）同時に発せられてい
るに等しい。そんな中では、こちらが発する言葉も無力です。
　実際、ファシリテーターはほとんどしゃべりません。耳よりも目、聴
覚よりも視覚にうったえて「私がみなさんの案内人です！」と自己紹介
します。大きな動作はその現れなのです。

　円く座ったみなさんの中心に立ち、誰にでもわかる動作をします。本
当に『だれにでも』です。老いも若きも紳士も淑女も邦人も異邦人もゆ
りかごから墓場まで（は言い過ぎか？）、見てすぐわかるサインです。
　単純に音を大きくとか小さくとか、これは方の高さに真横に両手を広
げてそれを上げ下げすることで示します。
　ある一定の間隔で強い音を鳴らしてほしいときには、そのタイミング
で大きくジャンプして大ゲサに着地します。
　テンポが早くなりすぎたりボリュームが大きくなりすぎてコントロー
ルできなくなるのを防ぐために、時々は気持ちを落ち着かせるように手
のひらを下に向けて軽く叩くような動作もします。

　けれど、いつもサークルの中心にいるわけではありません。むしろ、
必要なときにその場所に入るだけです。居続けることは「”私”は指揮者、”
みなさん” は演奏者」という関係を強く意識させます。「次にどんな” 指
示（命令）” が出るのか？」と” 待ち” の姿勢にさせてしまいます。支配
するのは本意ではなく、” みなさんのドラムサークル” をつくるのが目的
なのです。コミュニケーションの材料を提示するにとどめるためにも、
中心にいる時間はほんとうに最小限に抑えるべきなのです。

　以前に「楽器それぞれの奏法を説明はしない」と書きました。しかし
そうはいっても『生まれてはじめて見る物体』や『実物にははじめてさ
わる』のかもしれません。困ってるような人はいないか、探しながら先
の動作を行っています。
　もしそんな人を見つけたなら、寄り添ってカンタンに持ち方や構え方
を示し音を鳴らしてみせます。時間はかけません、一瞬です。キッカケ
があればそこからは参加者ご自身の『おしゃべり』が始まるからです。
　また、私が示す代わりに「あの人のマネをしてみて」と同じような楽
器を持った他の参加者を指し示すこともあります。これでその人とのコ
ミュニケーションが始まる準備もできます。

　空いているイスがあったなら、座っていっしょに楽器を鳴らします。
「私も、みなさんといっしょです」と態度で示します。ドラムサークル
を司っているように見えてしまいがちな” ファシリテーター” ですが、
特別な存在ではないことを理解してもらえたなら、ドラムサークルはと
ても楽しいものとなることマチガイなしです。
　私はよく自分を「楽器を持ってきたただのオジサン」と自己紹介しま
す。本当にそうであれたなら、それが目指すべき” ファシリテーター”
なのです。

　さて、でも、飽きさせないためにはいろいろとネタが必要です。参加
者みなさまが、見てすぐわかるカンタンなサインでは満足しなくなって
きた頃合い、” ファシリテーター” は少しずつ” 考えさせる” 動きになっ
てきます。

　続きは次号で紹介します。
　拙文、駄文、お読みいただきありがとうございました。

塩津知広
Tomohiro SHIOTSU 1965 ~

ドラムサークルの案内役？
                  ファシリテーターの動き方

塩津知広 Tomohiro SHIOTSU 1965 年 福岡県北九州市門司区生まれ
長野県長野市在住　音楽講師
1990～音楽教室講師として活動開始
2006年～「ドラムサークルながの」発足
drumcirclenagano@gmail.com
http://hey8tsedrums.com/dcngn/

松下 幸
Koh MATSUSHITA 1972 ~

松下 幸　MATSUSHITA KOH ※ペンネーム
1972年福岡市生まれ シンガポール在住 コピーライターのようなもの
大学中退→フリーター→主婦→フリーター→会社員→フリーランス

catpaw@gmail.com

山本正人
Masato YAMAMOTO 1977 ~

山本正人 Masato Yamamoto 1977~
群馬大学教育学部卒　長野市在住　IT 業務

存在が突き動かすまで

構築と継続

ごとうなみ
Nami GOTO 1969~

ごとうなみ　Nami Goto 
美術家　1969年生まれ　長野市在住

1992年東京芸術専門学校入学。翌年同校を中退し渡印。
帰国後長野県に拠点を移し制作の発表を開始。

2010年境内アート小布施×苗市アート部門優秀賞
2011年 International Art Competition 入賞

長野美術専門学校 AC科主任講師　
ながのこども美術学校 専任講師

http://nami-goto.jimdo.com

存在が突き動かすまで
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photo by Tetsuya MACHIDA

徳武安紀子
Akiko TOKUTAKE 1955~

ありがとうございました

徳武安紀子 Akiko Tokutake 1955 生まれ
明治学院大学卒業劇団民衆舞台所属 30才で飯綱町に転居

料理店アリコルージュ開店現在にいたる。
マリオネットオペラを主催毎年開催

欧風家庭料理アリコ・ルージュ restaurant haricot rouge

アリコ・ルージュ店内にてトポス高地（個展スタイル）
12月 町田哲也 Tetsuya MACHIDA

長野県飯綱町川上 2755 飯綱東高原 飯綱高原ゴルフコース前
phone 026-253-7551

営業時間 12時 ~20時 30分
休館・定休日 火曜

http://homepage3.nifty.com/haricot/
http://toposnet.com

　マリオネットオペラ『ペールギュント』に大勢のご来場ありがとう
ございました。来年は『椿姫』を予定しています。　アリコ・ママ

photo by Akiko TOKUTAKE

　

山
間
の
集
落
の
外
れ
に
あ
る
火
葬
場
の
煙
突
か
ら
黒
煙
が
上
が

っ
て
い
る
。
緩
や
か
に
く
ね
り
な
が
ら
低
く
垂
れ
込
み
山
頂
を
覆

っ
た
薄
い
雲
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
様
子
を
老
境
の
二
人

の
男
が
眺
め
て
い
た
。

「
や
っ
と
定
年
だ
、
こ
れ
で
解
放
さ
れ
る
と
言
っ
て
た
ん
だ
が
な
ぁ
、

あ
い
つ
」

男
が
煙
突
の
先
を
見
な
が
ら
呟
い
た
。
隣
の
男
は
無
言
で
応
じ
る
。

指
先
で
燻
ら
せ
て
い
た
煙
草
は
そ
の
ま
ま
一
度
も
口
に
運
ば
れ
る

こ
と
な
く
消
え
た
。
黒
煙
を
吸
い
込
ん
で
、
雲
は
更
に
低
く
垂
れ

込
め
る
。

「
こ
り
ゃ
あ
ま
た
雪
だ
な
」

隣
を
ち
ら
と
見
て
か
ら
煙
草
を
放
り
、
男
は
建
物
の
中
へ
と
入
っ

て
い
っ
た
。
無
言
の
男
は
そ
の
背
に
一
度
視
線
を
投
げ
た
が
、
黒

煙
の
揺
ら
ぎ
を
身
に
宿
し
た
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
再
び
視
線
を

煙
突
に
戻
し
た
。

　

観
測
史
上
最
も
遅
い
夏
日
だ
と
言
っ
て
い
た
そ
の
半
月
後
に
、

集
落
は
雪
に
包
ま
れ
た
。
住
民
は
慌
て
て
冬
支
度
に
入
っ
た
が
、

老
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
緩
慢
な
も
の
だ
っ
た
。
雪
に
燥
ぎ
駆

け
ま
わ
る
子
ら
は
、
い
な
い
。
予
定
通
り
で
あ
ろ
う
と
唐
突
で
あ

ろ
う
と
、
雪
が
訪
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る

者
た
ち
だ
け
だ
っ
た
。
訪
れ
る
前
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

拒
否
も
理
解
も
既
に
去
っ
て
い
た
。

　

崖
下
の
古
い
家
に
住
む
男
が
、
書
斎
の
棚
か
ら
猟
銃
を
取
り
出

す
。
銃
は
分
解
さ
れ
て
い
た
が
、
畳
の
上
に
広
げ
た
新
聞
紙
の
上

に
置
き
、更
に
細
か
く
分
け
る
。
雪
は
音
も
な
く
降
り
続
い
て
お
り
、

金
属
が
ぶ
つ
か
り
擦
れ
る
音
だ
け
が
響
く
。
部
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
手
に
取
り
点
検
し
、
ウ
ェ
ス
と
オ
イ
ル
で
拭
く
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
、
銃
身
を
覗
い
て
ロ
ッ
ト
を
差
し
込
み
何
度
か
往
復
さ
せ
た
。

猟
銃
を
再
び
組
み
上
げ
棚
に
戻
し
、
替
わ
り
に
引
き
出
し
か
ら
大

小
４
本
の
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
て
、
新
聞
紙
の
上
に
置
く
。
盥
に

水
を
汲
み
、
砥
石
を
濡
ら
す
。
ナ
イ
フ
が
石
の
上
を
滑
る
。
そ
の

動
作
は
あ
ま
り
に
規
則
的
で
、
早
く
も
遅
く
も
な
り
は
し
な
か
っ

た
。
た
だ
一
定
の
拍
子
を
刻
み
続
け
る
。
研
ぎ
終
え
る
と
、
再
度

刃
を
確
認
し
て
、
掛
け
て
あ
っ
た
ベ
ル
ト
に
差
し
込
む
。
隣
に
掛

け
て
あ
っ
た
ロ
ー
プ
は
、
解
い
て
肩
幅
ほ
ど
の
長
さ
で
握
り
、
引

っ
張
っ
て
強
度
を
確
認
し
て
い
く
。
男
が
す
べ
て
を
終
え
た
の
は
、

暗
く
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
雪
は
止
ん
で
い
た
。
男
は
一
日
、
何

も
口
に
し
な
か
っ
た
。

　

翌
朝
、
ま
だ
日
も
昇
ら
ぬ
う
ち
に
、
男
は
猟
銃
を
肩
に
掛
け
家

を
出
る
。
地
面
は
雪
に
隠
さ
れ
て
お
り
、
夜
気
で
凍
っ
た
表
面
を

枯
木
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厚
い
靴
底
が
鳴
ら
す
。
三
日
月
が
東
の
空
に
出
て
い
た
が
、
崖
を

迂
回
し
坂
を
登
っ
て
林
に
入
る
頃
に
は
既
に
薄
く
な
っ
て
い
た
。

林
の
底
に
積
も
っ
た
雪
は
足
首
程
し
か
な
く
、
難
な
く
男
は
歩
い

て
い
く
。
狐
の
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
獣
の
足
あ
と
が
幾
つ
か

つ
い
て
い
た
。
時
折
、
枝
に
積
も
っ
た
雪
が
落
ち
て
地
面
で
砕
け

る
音
が
林
に
谺
す
る
。
暫
く
す
る
と
、
崖
下
の
方
か
ら
林
に
入
っ

た
足
あ
と
が
現
れ
、
男
は
そ
の
あ
と
を
追
う
。
追
う
、
と
い
う
よ

り
も
、
男
に
は
そ
れ
が
ど
こ
に
続
い
て
い
る
の
か
が
分
か
っ
て
い

る
よ
う
な
足
取
り
だ
っ
た
。

　

冬
に
耐
え
て
い
る
樹
々
の
中
に
、
既
に
朽
ち
て
し
ま
っ
て
い
る

木
が
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
、
男
が
一
人
佇
ん
で
い
た
。
猟
銃
を
肩

に
掛
け
た
男
が
近
づ
く
と
、
お
前
か
、
と
ゆ
っ
く
り
と
振
り
向
き

な
が
ら
言
っ
た
。
そ
の
男
は
、
寝
間
着
に
白
い
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
向
き
合
っ
た
ま
ま
、
無
言
の
時
間

が
過
ぎ
る
。
樹
々
の
軋
む
音
が
二
人
の
頭
上
を
渡
り
、
ま
た
ど
こ

か
で
雪
塊
が
落
ち
る
。

「
知
っ
て
い
た
の
か
」

寝
間
着
の
男
が
口
を
開
く
。
規
則
的
に
白
い
息
を
吐
い
て
い
た
猟

銃
の
男
は
、
一
度
深
く
吸
い
込
み
、
す
べ
て
を
吐
き
出
し
て
か
ら
、

「
あ
の
時
、
見
て
い
た
」

と
、
だ
け
言
っ
た
。
陽
の
光
が
林
の
底
に
も
届
き
は
じ
め
、
白
い

雪
面
に
樹
々
の
長
い
影
が
落
ち
る
。

「
俺
の
血
は
き
っ
と
あ
ん
な
鮮
や
か
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
。
若
し
か

し
た
ら
赤
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
考
え
始
め
て
し
ま

う
と
、
い
つ
の
間
に
か
こ
こ
へ
来
て
し
ま
う
」

遠
く
か
ら
銃
声
が
響
き
、
ゆ
っ
く
り
と
消
え
て
い
く
。
寝
間
着
の

男
の
前
に
ナ
イ
フ
が
放
ら
れ
る
。

「
確
か
め
れ
ば
良
い
」

そ
う
言
う
と
猟
銃
の
男
は
、
林
の
奥
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
暫
く

し
て
ま
た
銃
声
が
響
い
た
。
幾
つ
か
の
雪
塊
が
、
枝
か
ら
落
ち
る
。

　

葬
列
が
火
葬
場
か
ら
集
落
へ
と
戻
る
頃
に
は
、
牡
丹
雪
が
落
ち

て
い
た
。
そ
の
様
子
を
斜
面
か
ら
狐
が
見
つ
め
て
い
た
。

現
代
に
お
い
て
【
下
積
み
】
が
い
か
に
重
要
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
。

そ
れ
は
、
技
術
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
人
間
関
係
か
ら

自
分
の
メ
ン
タ
ル
面
に
も
及
ぶ
と
思
う
。

成
人
に
な
っ
て
く
や
し
く
て
、
人
目
も
憚
ら
ず
涙
す
る
こ
と
が

何
度
あ
る
だ
ろ
う
か
。

本
気
だ
か
ら
涙
が
出
る
の
だ
。

真
剣
だ
か
ら
涙
が
出
る
の
だ
。

こ
の
間
、
仕
事
で
女
性
が
涙
を
流
し
て
い
る
の
を
見
た
。

情
報
の
伝
達
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
た
め
だ
。

信
頼
を
失
い
か
け
た
こ
と
が
本
当
に
く
や
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
も
こ
の
人
は
こ
の
一
件
を
糧
に

も
っ
と
す
ば
ら
し
い
人
間
に
な
る
と
思
っ
た
。

【
下
積
み
】
は
つ
ら
い
。

で
も
つ
ら
い
思
い
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た
人
ほ
ど

人
の
痛
み
の
分
か
る
人
間
に
な
れ
る
。

だ
か
ら
【
下
積
み
】
は
ず
っ
と
続
く
。
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